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UD485はじめに

本説明書は、「有線式生産管理表示装置ＨＥＲＣＯＭ１１ＵＤシリーズ通信仕

様」に適用します。

また、本説明書は、通信部分についてのみ説明してあります。基本的な取扱方

法については、「有線式生産管理表示装置ＨＥＲＣＯＭ１１ＵＤシリーズ 共通

取扱説明書」をご覧下さい。

通信仕様の表示装置には、ＲＳ－４８５の通信ユニットが付加されており、１

つの通信回線上に最大３２台（ホスト含む）、通信回線の総延長最大１．２Ｋｍ

までの通信が可能となっています。

なお、通信仕様の表示装置は、通信ユニットの他に、下記の機能が標準の仕様

に対して追加、変更されています。

・ 初期画面

電源投入時、１～２秒間、桁数、機器ナンバー、通信ユニットが表示さ

れた後、標準の初期画面になります。

詳しくは、後述の「初期画面」の項を参照して下さい。

・ タイプの設定

キーボードの［ＤＷ］キーを押したまま電源スイッチを入れると、タイ

プの設定の他に、表示桁数、機器ナンバー、通信ユニットの設定が行え

ます。詳しくは、後述の「タイプの設定」の項をご参照下さい。

通信仕様の表示装置は、これらの仕様の追加により、今まで、各表示装置毎に

キーユニットで行っていた各種の登録、変更がホストコンピュータにより自由に

行う事が出来るのみならず、各表示装置の状況をホストコンピュータにおいて収

集することが可能になります。



- 2 -

UD485規格

通信方法 ＲＳ－４８５ 半二重

通信規格 通信速度 ４８００ボー

スタートビット １ ビット

データ長 ８ ビット

パリティ ノーパリティ

ストップビット ２ ビット

通信台数 最大 ３２台（ホスト含む）

通信距離 最大 １．２Ｋｍ

＊ 通信線は、必ずツイストペアを使用して下さい。また、なるべく

０．７５ｍｍ 以上の太い線を使用して下さい。２

＊ 通信距離は全通信線の距離（長さ）の合計となります。

通信規格以外の規格は、標準の取扱説明書をご覧下さい。
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各部の名称とはたらき UD485

通信用端子台

８８８８８

８８８８８

８８８８８

通信用端子台・・・ＲＳ－４８５回線が接続される端子台

その他の名称とはたらきについては、標準の取扱説明書をご覧下さい。
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UD485設置方法

ＲＳ－４８５の通信回線は、必ずツイストペア線を使用して、ディジーチェー

ン（いもずる式）に設置します。

ホスト

RS232C

RS485Hﾓﾃﾞﾑ 通信ケーブルはツイストペア線

ケーブルの総長は、１．２Ｋｍ以下

RS485

表示機 表示機 表示機 表示機 表示機 表示機

表示機 最大３１台

Ａ Ａ Ａ◎ ◎ ◎

Ｂ Ｂ Ｂ◎ ◎ ◎

Ｆ Ｇ Ｆ Ｇ Ｆ Ｇ◎ ◎ ◎

Ａ Ａ Ａ◎ ◎ ◎

Ｂ Ｂ Ｂ◎ ◎ ◎

Ｆ Ｇ Ｆ Ｇ Ｆ Ｇ◎ ◎ ◎

RS485Hﾓﾃﾞﾑ 表示機RS4 8 5 ﾕ ﾆ ｯ ﾄ 表示機RS 4 8 5 ﾕ ﾆ ｯ ﾄ

端子台の［Ａ］は、他機の端子台の［Ａ］に、［Ｂ］は、他機の［Ｂ］に接続

して下さい。なお端子台には、［Ａ］が２ヶ所、［Ｂ］が２ヶ所有りますが、

［Ａ］は、［Ａ］どうし、［Ｂ］は、［Ｂ］どうし内部で結線されています。
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UD485設置方法

ＲＳ－４８５回線は、回線の両端に終端抵抗を付ける必要が有ります。本機に

おいては、通信基板上のジャンパースイッチによって終端抵抗を、ＯＮ、ＯＦＦ

することができます。

回線の両端に来る機器は、必ず終端抵抗をＯＮに、その他の機器は、終端抵抗

をＯＦＦにして下さい。（回線の片端がコンピュータの場合は、コンピュータ側

に終端抵抗が入りますので、反対の端の機器のみが終端抵抗がＯＮになります）

・ 終端抵抗の設定

① ＲＳ－４８５ユニットを取り付けてある２本のネジをはずし、ＲＳ－４８５

ユニットを静かに前に７～８ｃｍ引き出します。

ＪＰ４

◎

５
８
４

こ のネジをＳ

はずす。Ｒ

◎

前方に引き出す

② 基板部品面にある「ＪＰ４」が、終端抵抗のＯＮ、ＯＦＦのためのジャンパ

ーピンです。
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UD485設置方法

JP4

ON OFF

○ ○ ○ 終端抵抗 ＯＦＦ

JP4

ON OFF

○ ○ ○ 終端抵抗 ＯＮ

③ 上図にしたがって、終端抵抗の ＯＮ、ＯＦＦを設定して下さい。

回線上両端に終端抵抗が正常に設定されている場合は、回線の［Ａ］［Ｂ］間

の抵抗値は、約５０オーム（５０オーム＋線の抵抗分）になります。
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UD485設置方法

ＲＳ－４８５回線にて、半二重通信を行う場合は、一度に送信出来る機器は、

一台のみです。そのため一つの回線につながる機器は、それぞれ固有の機器ナン

バーを持つ必要があります。

設置後、通信回線を働かせる前に後述の「タイプの設定」の項の機器ナンバー

の設定方法にしたがって、各機器の機器ナンバーを必ず設定して下さい。

その他の設定方法については、標準の取扱説明書をご覧下さい。
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UD485初期画面

電源スイッチを投入した時、標準の初期画面の前に次の画面が１～２秒表示さ

れます。

４桁仕様（HE R C O M 1 1 U D）の場合 ５桁仕様(H E R C O M 1 1 U D E , U D 5）の場合

４ 桁数 ５

＊ ＊ 機器№ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ 通信ユニット ＊ ＊ ＊

この画面により、現在設定されている各々の機器の桁数、機器ナンバー、通信

ユニットを知ることができます。

この後、標準の初期画面に移ります。
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UD485タイプの設定

標準のタイプの設定機能に、桁数の設定、機器ナンバーの設定、通信ユニット

の設定の３つの機能が追加されています。

① キーボードの［ＤＷ］キーを押したまま電源スイッチを入れます。

桁数の設定処理となり、画面は、下図の様になります。

４桁仕様（ＨＥＲＣＯＭ１１ＵＤ） ５桁仕様（ＨＥＲＣＯＭ１１ＵＤＥ，ＵＤ５）

の場合 の場合

４ ５

桁数

② ここで、４または、５桁の設定ができますが、桁数は、それぞれの表示機に

よりハード的に決まっており出荷時の設定を変更する必要は有りません。ここ

では、［ＥＮＴ］キーのみを押して下さい。

③ 画面は、次図の様になり、表示タイプの設定となります。
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UD485タイプの設定

４桁仕様（ＨＥＲＣＯＭ１１ＵＤ） ５桁仕様（ＨＥＲＣＯＭ１１ＵＤＥ，ＵＤ５）

の場合 の場合

１ ０ １ ０

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

現在設定されているタイプ

④ タイプの入力に関しては、標準の取扱説明書を参照して下さい。

なお、タイプ入力時のエラーメッセージは、下図の様になります。

４桁仕様（ＨＥＲＣＯＭ１１ＵＤ） ５桁仕様（ＨＥＲＣＯＭ１１ＵＤＥ，ＵＤ５）

の場合 の場合

１ ０ ０ １ ０ ０

⑤ 表示タイプの設定が完了すると、画面は次の様になり、機器ナンバーの設定

になります。
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UD485タイプの設定

４桁仕様（ＨＥＲＣＯＭ１１ＵＤ） ５桁仕様（ＨＥＲＣＯＭ１１ＵＤＥ，ＵＤ５）

の場合 の場合

１ １ １ １

＊ ＊ ＊ ＊

現在設定されている機器ナンバー

⑥ 設定したい機器ナンバーを、０１から９９の２桁以内の数で入力します。

（※弊社の収集デモソフトを御使用の場合、機器ナンバーは０１～３０で設定

して下さい。）

例えば、１７を設定する場合、［１］［７］と入力します。

４桁仕様（ＨＥＲＣＯＭ１１ＵＤ） ５桁仕様（ＨＥＲＣＯＭ１１ＵＤＥ，ＵＤ５）

の場合 の場合

１ １ １ １

１ ７ １ ７

⑦ ［ＥＮＴ］を押すと設定されます。

導入時には、この機器ナンバーの設定を必ず一度は行う必要があります。一度設

定すれば、変更の必要がない限り再び設定する必要はありません。

同一通信回線上の各機器は、必ず各機器固有の機器ナンバーを持つ必要がありま

す。同じ機器ナンバーの設定は、許されません。必ずそれぞれの機器ナンバーを違

えて設定してください。
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UD485タイプの設定

⑧ 次に通信ユニットの設定に移ります。

４桁仕様（ＨＥＲＣＯＭ１１ＵＤ） ５桁仕様（ＨＥＲＣＯＭ１１ＵＤＥ，ＵＤ５）

の場合 の場合

１ ２ １ ２

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

現在設定されている通信ユニット

⑨ ここで、通信ユニットの設定ができます。設定は「４８５」「３００」「６

００」の３種類のうちから行います。

基本的に、通信ユニットの設定は出荷時のままで、変更する必要はないため

「ＥＮＴ」キーを押して下さい。

もし、通信ユニットを違う機種にした場合には、設定変更が必要です。

下記のいずれかの値を入力し［ＥＮＴ］キーを押して下さい。

「４８５」－－－ 有線通信（ＲＳ－４８５）

「３００」－－－ 微弱無線通信

「６００」－－－ 特定小電力無線通信

（※現在「３００」「６００」についてはサポートされていません。）

なお、通信ユニット設定時のエラーメッセージは、下図の様になります。

４桁仕様（ＨＥＲＣＯＭ１１ＵＤ） ５桁仕様（ＨＥＲＣＯＭ１１ＵＤＥ，ＵＤ５）

の場合 の場合

１ ２ ０ １ ２ ０
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UD485通信

１．通信手順

本機の通信手順は、下図の様になります。

【正常動作】

・読み出し

ホストコンピュータ 表示機

リードコマンド

アンサーデータ

・書き込み

ホストコンピュータ 表示機

ライトコマンド

アンサー

ホストから表示機へコマンド及びデータを送出後、２００ｍｓｅｃ以内に応

答を開始します。

【異常動作】

・読み出し、書き込み

ホストコンピュータ 表示機

コマンド

ホストから表示機への通信に異常があった場合、全て無応答になります。

また、応答の先頭バイトが入ってから、５００ｍｓｅｃ経過しても受信完了

出来ない場合も、通信異常です。
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UD485通信

２．通信異常の原因と対策

通信異常の原因として考えられるものを下記します。

・通信規格が合っていない。

通信速度 ４８００ボー

スタートビット １ビット

データ長 ８ビット

パリティ ノーパリティ

ストップビット ２ビット になっているか確認して下さい。

・通信線の結線が間違っている。

ＲＳ４８５のＡ、Ｂの結線が合っているか確認して下さい。

・通信フォーマットが間違っている。

通信フォーマットが仕様通りになっているか確認して下さい。

・存在しない機器ナンバーにコマンドを送信した。

通信相手の表示機の機器ナンバーと、送信した機器ナンバーとが一致し

ているか確認して下さい。

・存在しないコマンドを送信した。

送信したコマンドが、仕様にあるものか確認して下さい。

・ＢＣＣコードが合っていない。

ＢＣＣコードが合っていないと、表示機は受信出来ません。

ＢＣＣコードが正しいか確認して下さい。
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UD485通信

３．通信フォーマット

チェックサム範囲

：：： ： ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ CR LF ＊

ﾀﾞﾐｰﾊﾞｲﾄ コマンド データ エンド チェック

自分の機器ナンバー マーク サム

相手の機器ナンバー

スタートバイト

＊ エンドマークとチェックサムをのぞき全てアスキーコードです。

・ダミーバイト

回線安定のためのもので、スタートバイトの前に、数バイト付加します。

表示機では、スタートバイトをダミーにしています。

・スタートバイト （アスキー １バイト）

フォーマットの先頭を表します。

”：”で、１バイトです。

・相手の機器ナンバー （アスキー ２バイト）

通信相手の機器ナンバーをセットします。

範囲は、”００”～”９９”です。

（”００”はホストのみ使用可、表示機は”０１”～”９９”です。）

・自分の機器ナンバー （アスキー ２バイト）

自分の機器ナンバーをセットします。

範囲は、”００”～”９９”です。

（”００”はホストのみ使用可、表示機は”０１”～”９９”です。）
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UD485通信

・コマンド （アスキー ２バイト）

最初の１バイトは、書き込み、読み出し、応答を決めるコマンドで、

次の１バイトは、次に続くデータが、どの処理用のものかを決めるコマン

ドになっています。

・データ （アスキー ０～２３０バイト）

各コマンドに付属するデータをセットします。

・エンドマーク （２バイト）

データの終了を表します。ＣＲコードに続くＬＦコードです。

ＣＲ－－１６進で ０ＤＨ

ＬＦ－－１６進で ０ＡＨ

・チェックサム （バイナリィ １バイト）

通信データの正当性をチェックするもので、スタートバイトの後からＬ

Ｆまでの各バイトの ＸＯＲ（排他的論理和）をとったものです。

スタートバイト”：”は含みません。



- 17 -

UD485通信

４．コマンド

コマンド １バイト目

コマンド 内容

Ｒ(52H) 読み出し（リード）コマンド ホストからのみ

Ｗ(57H) 書き込み（ライト）コマンド ホストからのみ

Ａ(41H) 応答（アンサー）コマンド 表示機からのみ
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UD485通信

コマンド ２バイト目

１／２

コマンド 内容 付属データ 処理

０(30H) 工数 ５桁の数字 Ｒ／Ｗ

１(31H) 予定／計画 ５桁の数字 Ｒ／Ｗ

２(32H) 計画／実績 ５桁の数字 Ｒ／Ｗ

３(33H) 進度／達成率／実績 符号＋４桁の数字又は、５桁の数字 Ｒ／Ｗ

４(34H) 時刻 ４桁の数字 Ｒ／Ｗ

５(35H) 就業時間 時刻を表す４桁の数字を／で区切っ Ｗ

て最大４１個まで

時刻を表す４桁の数字が連続して４ Ｒ

１個分

６(36H) 就業時間パターン １から６までの１桁の数字 Ｒ／Ｗ

７(37H) クリアタイム 時刻を表す４桁の数字を／で区切っ Ｗ

て最大３個まで

時刻を表す４桁の数字を連続して３ Ｒ

個

Ａ(41H) オールリード 予定５桁、計画５桁、実績５桁、進 Ｒ

度符号１桁＋４桁または、達成率５

桁の２０桁
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UD485通信

２／２

コマンド 内容 付属データ 処理

Ｂ(42H) ブランク ０・・全表示 ＯＮ Ｒ／Ｗ

１・・全表示 ＯＦＦ

Ｔ(54H) 表示切り替え ０・・データ表示 Ｒ／Ｗ

１・・時刻表示（進度／達成率の変

化でデータ表示）

２・・時刻表示

Ｎ(4EH) 機器ナンバー ００～３２又は、９９の２桁の数字 Ｒ／Ｗ

Ｋ(4BH) 表示桁数 ４又は、５の１桁の数字 Ｒ／Ｗ

Ｃ(43H) クリア 無し、または、”Ｃ”の文字 Ｗ

［ＣＬ］キーと同じ

Ｕ(55H) アップ １(3 1 H )～？( 3 F H )の１桁の値 Ｗ

実績の加算

Ｄ(44H) ダウン １(3 1 H )～？( 3 F H )の１桁の値 Ｗ

実績の減算

Ｐ(50H) 表示タイプ タイプを表す３桁の数字 Ｒ／Ｗ

＊処理の”Ｒ”は、読み出し可能、”Ｗ”は、書き込み可能を示します。
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５．フォーマット詳細

・読み出し（ホスト→表示機）

チェックサム範囲

：：： ： Ｘ Ｘ Ｙ Ｙ Ｒ Ｚ CR LF ＊

ﾀﾞﾐｰﾊﾞｲﾄ コマンド エンド チェック

自分の マーク サム

相手の 機器№ Ｒ：読み出しコマンド

スタート 機器№ Ｚ：各コマンド

バイト

読み出しに対する応答（ホスト←表示機）

チェックサム範囲

：：： ： Ｙ Ｙ Ｘ Ｘ Ａ Ｚ データ CR LF ＊

ﾀﾞﾐｰﾊﾞｲﾄ コマンド 読み出されたデータ エンド チェック

自分の マーク サム

相手の 機器№ Ａ：応答コマンド

スタート 機器№ Ｚ：各コマンド

バイト
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・書き込み（ホスト→表示機）

チェックサム範囲

：：： ： Ｘ Ｘ Ｙ Ｙ Ｗ Ｚ データ CR LF ＊

ﾀﾞﾐｰﾊﾞｲﾄ コマンド 書き込まれるデータ エンド チェック

自分の マーク サム

相手の 機器№ Ｗ：書き込みコマンド

スタート 機器№ Ｚ：各コマンド

バイト

書き込みに対する応答（ホスト←表示機）

チェックサム範囲

：：： ： Ｙ Ｙ Ｘ Ｘ Ａ Ｚ CR LF ＊

ﾀﾞﾐｰﾊﾞｲﾄ コマンド エンド チェック

自分の マーク サム

相手の 機器№ Ａ：応答コマンド

スタート 機器№ Ｚ：各コマンド

バイト
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６．各コマンドの実際

各コマンドについて、実際の例を以下に示します。

書き込みの例は、Ｐ３８からです。

ホストの機器ナンバーを”０１”、表示機の機器ナンバーを”３２”とします。

フォーマットデータの下の２桁数値はＨＥＸコードです。

【読み出しの例】

［０］コマンド・・・工数の読み出し

（ホスト→表示機）

チェックサム範囲

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｒ ０ CR LF ｅ

3A 33 32 30 31 5 2 30 0D 0A 65

コマンド エンド チェック

自分の マーク サム

相手の 機器№ Ｒ：読み出しコマンド

スタート 機器№ ０：［０］コマンド・・・工数

バイト
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工数の読み出しに対する応答

（ホスト←表示機）

チェックサム範囲

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ ０ ０ ０ ０ １ ０ CR LF Ｇ

3A 30 31 33 32 4 1 30 30 30 30 31 30 0D 0A 47

相手の 自分の コマンド 読み出された エンド チェック

機器№ 機器№ データ マーク サム

４桁＋小数点以下１桁

（この場合１．０秒）

Ａ：応答コマンド

Ｚ：［０］コマンド・・・工数
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［１］コマンド・・・予定（タイプ１＊＊）／計画（タイプ５＊＊）の読み出し

（ホスト→表示機）

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｒ １ CR LF ｄ

3A 33 32 30 31 5 2 31 0D 0A 64

予定／計画の読み出しに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ １ １ ２ ３ ４ ５ CR LF Ｆ

3A 30 31 33 32 4 1 31 31 32 33 34 35 0D 0A 46

予定（タイプ１＊＊）または、計画（タイプ

５＊＊）の５桁データが入ります。

上記の場合、１２３４５です。

また、数値が５桁に満たない場合は、上位桁に

は、０が入ります。

４桁仕様の場合は、常に再上位桁は０です。
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［２］コマンド・・・実績（タイプ＊２＊）／計画（タイプ１５２）の読み出し

（ホスト→表示機）

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｒ ２ CR LF ｇ

3A 33 32 30 31 5 2 32 0D 0A 67

実績／計画の読み出しに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ ２ ２ ３ ４ ５ ６ CR LF Ｂ

3A 30 31 33 32 4 1 32 32 33 34 35 36 0D 0A 42

実績（タイプ＊２＊）または、計画（タイプ

１５２）の５桁データが入ります。

上記の場合、２３４５６です。

また、数値が５桁に満たない場合は、上位桁に

は、０が入ります。

４桁仕様の場合は、常に再上位桁は０です。
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［３］コマンド・・・進度（タイプ＊＊３）／達成率（タイプ＊＊４）

／実績（タイプ１５２）の読み出し

（ホスト→表示機）

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｒ ３ CR LF ｆ

3A 33 32 30 31 5 2 33 0D 0A 66

進度／達成率／実績の読み出しに対する応答

（ホスト←表示機）

進度の場合

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ ３ ＋ ０ ０ ０ ４ CR LF Ｚ

3A 30 31 33 32 4 1 33 2B 30 30 30 34 0D 0A 5A

符号＋４桁数値の５桁のデータが入ります。

また、数値が４桁に満たない場合は、上位桁

に０が入ります。

４桁仕様の場合は、数値の最上位桁は常に０

になります。

達成率の場合

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ ３ ０ ０ ０ ９ ８ CR LF Ｄ

3A 30 31 33 32 4 1 33 30 30 30 39 38 0D 0A 44

５桁数値で、上２桁は、常に０になります。

下３桁が達成率（％）を表します。
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進度／達成率／実績の読み出しに対する応答のつづき

実績の場合

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ ３ １ ２ ３ ４ ５ CR LF Ｄ

3A 30 31 33 32 4 1 33 31 32 33 34 35 0D 0A 44

５桁のデータが入ります。

また、数値が５桁に満たない場合は、上位桁に

は、０が入ります。

４桁仕様の場合は、常に再上位桁は０です。
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［４］コマンド・・・内部時計の時刻の読み出し

（ホスト→表示機）

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｒ ４ CR LF ａ

3A 33 32 30 31 5 2 34 0D 0A 61

内部時計の時刻の読み出しに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ ３ ０ ８ ３ ５ CR LF ｛

3A 30 31 33 32 4 1 33 30 38 33 35 0D 0A 7B

４桁数値のデータが入ります。

上位２桁は時、下位２桁は分を表します。

（２４時間表示）

この場合は、８時３５分を表します。
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［５］コマンド・・・現在選択されているパターンの就業時間の読み出し

（ホスト→表示機）

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｒ ５ CR LF ｀

3A 33 32 30 31 5 2 35 0D 0A 60

就業時間の読み出しに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ ５ ０ ８ ３ ０ １ ０ ０ ０

3A 30 31 33 32 4 1 35 30 38 33 30 31 30 30 30

０ ０ ０ ０ CR LF

30 30 30 30 0D 0A --

データ部の先頭から４桁ずつ就業時刻を表します。（ＸＸ時ＸＸ分）

作業開始時刻、作業終了時刻の繰り返しで並んでいます。

データ量は、常に４×４１回分の１６４バイトになります。
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［６］コマンド・・・就業パターンの読み出し

（ホスト→表示機）

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｒ ６ CR LF ｃ

3A 33 32 30 31 5 2 36 0D 0A 63

就業パターンの読み出しに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ ６ １ CR LF Ａ

3A 30 31 33 32 4 1 36 31 0D 0A 41

就業時間パターンを表す１桁の数値が

入ります。

データは１～６の範囲です。
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［７］コマンド・・・クリアタイムの読み出し

（ホスト→表示機）

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｒ ７ CR LF ｂ

3A 33 32 30 31 5 2 37 0D 0A 62

クリアタイムの読み出しに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ ７ ０ ７ ５ ０

3A 30 31 33 32 4 1 37 30 37 35 30

１ ２ ０ ０ ２ ３ ０ ０ CR LF ｑ

31 32 30 30 32 33 30 30 0D 0A 71

４桁数値×３件が常に入ります。

上位２桁は時、下位２桁は分を表しま

す。（２４時間表示）

上記の場合のクリアタイムは

７：５０ １２：００ ２３：００

となります。
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［Ａ］コマンド・・・全表示用データの読み出し

（ホスト→表示機）

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｒ Ａ CR LF

3A 33 32 30 31 5 2 41 0D 0A 14

全表示用データの読み出しに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ Ａ １ ２ ３ ４ ５ ０ １ ２ ３ ４

3A 30 31 33 32 4 1 41 31 32 33 34 35 30 31 32 33 34

予定データ５桁数値 計画データ５桁数値

０ ０ １ ２ ３ － １ １ １ １ CR LF

30 30 31 32 3 3 2D 31 31 31 31 0D 0A 1F

実績データ５桁数値 進度データ 符号＋４桁数値（タイプ＊＊３）

４件目のデータは

０ ０ ０ １ ０ 機器タイプにより

異なります。

達成率データ５桁数値（タイプ＊＊４）

タイプ１５２の場合この５桁は不定です。

４桁仕様の場合、それぞれの数値の最上位桁は必ず０になります。
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［Ｂ］コマンド・・・表示ＯＮ／ＯＦＦの読み出し

（ホスト→表示機）

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｒ Ｂ CR LF

3A 33 32 30 31 5 2 42 0D 0A 17

表示ＯＮ／ＯＦＦの読み出しに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ Ｂ １ CR LF ５

3A 30 31 33 32 4 1 42 31 0D 0A 35

０：表示O N 表示は点灯しています。

１：表示O F F 表示は消灯しています。
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［Ｋ］コマンド・・・表示桁数の読み出し

（ホスト→表示機）

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｒ Ｋ CR LF

3A 33 32 30 31 5 2 4B 0D 0A 1E

表示桁数の読み出しに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ Ｋ ５ CR LF ８

3A 30 31 33 32 4 1 4B 35 0D 0A 38

４：４桁表示になっています。

５：５桁表示になっています。
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［Ｎ］コマンド・・・機器ナンバーの読み出し

（ホスト→表示機）

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｒ Ｎ CR LF

3A 33 32 30 31 5 2 4E 0D 0A 1B

機器ナンバーの読み出しに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ Ｎ ３ ２ CR LF

3A 30 31 33 32 4 1 4E 33 32 0D 0A 09

機器ナンバーは２桁数値で入ります。

範囲は、００～９９です。
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［Ｐ］コマンド・・・機器タイプの読み出し

（ホスト→表示機）

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｒ Ｐ CR LF

3A 33 32 30 31 5 2 50 0D 0A 05

機器タイプの読み出しに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ Ｐ １ ２ ３ CR LF ＆

3A 30 31 33 32 4 1 50 31 32 33 0D 0A 26

機器タイプは３桁数値で入ります。

１２３、５２３、１２４、５２４、１５２のいずれかのタイプが入りま

す。
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［Ｔ］コマンド・・・表示の切替の読み出し

（ホスト→表示機）

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｒ Ｔ CR LF

3A 33 32 30 31 5 2 54 0D 0A 01

表示の切替の読み出しに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ Ｔ ０ CR LF ”

3A 30 31 33 32 4 1 54 30 0D 0A 22

０：標準画面（データの表示画面）

１：初期画面（時刻表示）

但しデータに変化があると標準画面

になります。

２：初期画面（時刻表示）
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【書き込みの例】

［０］コマンド・・・工数の書き込み

（ホスト→表示機）

チェックサム範囲

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｗ ０ ０ １ ２ ３ ４ CR LF Ｔ

3A 33 32 30 31 5 7 30 30 31 32 33 34 0D 0A 54

相手の 自分の コマンド 書き込む エンド チェック

ﾀﾞﾐｰﾊﾞｲﾄ 機器№ 機器№ データ マーク サム

スタート Ｗ：書き込みコマンド ４桁＋小数点以下１桁の５桁以内

バイト ０：［０］コマンド （この場合１２３．４秒

・・・工数 最初の０は無くても構いません。）

工数の書き込みに対する応答

（ホスト←表示機）

チェックサム範囲

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ ０ CR LF ｖ

3A 30 31 33 32 4 1 30 0D 0A 76

コマンド エンド チェック

自分の マーク サム

相手の 機器№ Ａ：応答コマンド

スタート 機器№ ０：［０］コマンド・・・工数

バイト
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［１］コマンド・・・予定（タイプ１＊＊）／計画（タイプ５＊＊）の書き込み

（ホスト→表示機）

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｗ １ １ ２ ３ ４ ５ CR LF Ｐ

3A 33 32 30 31 5 7 31 31 32 33 34 35 0D 0A 50

予定（タイプ１＊＊）または、計画（タイプ

５＊＊）の書き込むデータを５桁以内で入れて

下さい。この場合１２３４５です。

数値が５桁に満たない場合は、５桁無くても構

いません。

４桁仕様の場合は、４桁以内で入れます。

予定／計画の書き込みに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ １ CR LF ｗ

3A 30 31 33 32 4 1 31 0D 0A 77
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［２］コマンド・・・実績（タイプ＊２＊）／計画（タイプ１５２）の書き込み

（ホスト→表示機）

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｗ ２ ２ ３ ４ ５ ６ CR LF Ｔ

3A 33 32 30 31 5 7 32 32 33 34 35 36 0D 0A 54

実績（タイプ＊２＊）または、計画（タイプ

１５２）の書き込むデータを５桁以内で入れて

下さい。この場合２３４５６です。

数値が５桁に満たない場合は、５桁無くても構

いません。

４桁仕様の場合は、４桁以内で入れます。

実績／計画の書き込みに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ ２ CR LF ｔ

3A 30 31 33 32 4 1 32 0D 0A 74
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［３］コマンド・・・進度（タイプ＊＊３）／達成率（タイプ＊＊４）

／実績（タイプ１５２）の書き込み

（ホスト→表示機）

タイプ＊＊３の場合・・・進度

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｗ ３ ＋ ０ ０ １ ２ CR LF Ｋ

3A 33 32 30 31 5 7 33 2B 30 30 31 32 0D 0A 4B

書き込みデータを、符号＋４桁以内で入れて

下さい。

４桁仕様の場合は、符号＋３桁以内です。

タイプ＊＊４の場合・・・達成率

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｗ ３ ０ ０ ９ ９ CR LF ｃ

3A 33 32 30 31 5 7 33 30 30 39 39 0D 0A 63

書き込みデータを、４桁以内で入れて下さい。

４桁仕様の場合は、３桁以内です。

タイプ１５２の場合・・・実績

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｗ ３ １ ２ ３ ４ ５ CR LF Ｒ

3A 33 32 30 31 5 7 33 31 32 33 34 35 0D 0A 52

書き込みデータを、５桁以内で入れて下さい。

４桁仕様の場合は、４桁以内です。
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進度／達成率／実績の書き込みに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ ３ CR LF ｕ

3A 30 31 33 32 4 1 33 0D 0A 75
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［４］コマンド・・・時刻の書き込み

（ホスト→表示機）

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｗ ４ ０ ８ ３ ０ CR LF ｏ

3A 33 32 30 31 5 7 34 30 38 33 30 0D 0A 6F

書き込みデータを、４桁で入れて下さい。

上位２桁は時、下位２桁は分です。

時刻の書き込みに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ ４ CR LF ｒ

3A 30 31 33 32 4 1 34 0D 0A 72
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［５］コマンド・・・現在設定されているパターンの就業時間の書き込み

ホストより

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｗ ５ ０ ８ ３ ０ ／ １ ０ ０ ０

3A 33 32 30 31 5 7 35 30 38 33 30 2F 31 30 30 30

／ ０ ０ ０ ０ CR LF

2F 30 30 30 30 0D 0A --

就業時間データを開始、終了の順に４１回分以内で書き込みます。

各時間は、時２桁、分２桁の４桁で、各時間の区切りへ、”／”を入れて

下さい。４１回に満たない場合は、最後へ００００を入れて下さい。

なお、１部書き込みの場合は、その前までの回数分の”＋”に、書き込みデー

タを続ければ可能です。例えば、現在のデータが、８：００、１０：００、

１０：１０、１２：００、１３：００・・・・・であった場合、１２：００を

１１：４５にするには、次の様な伝文になります。

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｗ ５ ＋ ＋ ＋ １ １ ４ ５ CR LF Ｏ

3A 33 32 30 31 5 7 35 2B 2B 2B 31 31 34 35 0D 0A 4F

就業時間の書き込みに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ ５ CR LF ｓ

3A 30 31 33 32 4 1 35 0D 0A 73
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UD485通信

［６］コマンド・・・就業パターンの書き込み

（ホスト→表示機）

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｗ ６ １ CR LF Ｗ

3A 33 32 30 31 5 7 36 31 0D 0A 57

就業時間パターンナンバーを１桁の数値

で入れます。

範囲は１～６です。

就業パターンの書き込みに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ ６ CR LF ｐ

3A 30 31 33 32 4 1 36 0D 0A 70
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UD485通信

［７］コマンド・・・クリアタイムの書き込み

（ホスト→表示機）

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｗ ７ ０ ７ ０ ０ ／

3A 33 32 30 31 5 7 37 30 37 30 30 2F

１ ３ ０ ０ ／ ２ ２ ０ ０ CR LF ｂ

31 33 30 30 2F 32 32 30 30 0D 0A 62

クリアタイム時間（４桁数値）を／で区切り、最高３件まで書き込めます。

上記の場合、クリアタイムは ７：００ １３：００ ２２：００ に設定さ

れます。

クリアタイムの書き込みに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ ７ CR LF ｑ

3A 30 31 33 32 4 1 37 0D 0A 71
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UD485通信

［Ｂ］コマンド・・・表示ＯＮ／ＯＦＦの書き込み

（ホスト→表示機）

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｗ Ｂ １ CR LF ＃

3A 33 32 30 31 5 7 42 31 0D 0A 23

０：表示点灯（ＯＮ）

１：表示消灯（ＯＦＦ）

表示ＯＮ／ＯＦＦの書き込みに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ Ｂ CR LF

3A 30 31 33 32 4 1 42 0D 0A 04
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UD485通信

［Ｃ］コマンド・・・クリアの書き込み

（ホスト→表示機）

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｗ Ｃ CR LF

3A 33 32 30 31 5 7 43 0D 0A 13

データなしの場合は、［ＣＬ］キーを１回押した時と同じ動作

を行います。

実績をクリアし、計画、進度等の再計算を行います。

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｗ Ｃ Ｃ CR LF Ｐ

3A 33 32 30 31 5 7 43 43 0D 0A 50

データ ”Ｃ”の場合は、［ＣＬ］キーを２回連続して押した

時と同じ動作を行います。

実績、計画、進度等をクリアし、現時点からのスタートとなり

ます。

クリアの書き込みに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ Ｃ CR LF

3A 30 31 33 32 4 1 43 0D 0A 05
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UD485通信

［Ｄ］コマンド・・・実績ダウンの書き込み

（ホスト→表示機）

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｗ Ｄ １ CR LF ％

3A 33 32 30 31 5 7 44 31 0D 0A 25

データには、１( 3 1 H )～？ ( 3 F H )の１桁を入れます。

実績をデータの示す数だけ減算します。１は１，？は１５実績

がダウンします。

実績がマイナスになる場合は、実績は０になります。

実績ダウンの書き込みに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ Ｄ CR LF

3A 30 31 33 32 4 1 44 0D 0A 02
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UD485通信

［Ｋ］コマンド・・・表示桁数の書き込み

（ホスト→表示機）

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｗ Ｋ ４ CR LF ／

3A 33 32 30 31 5 7 4B 34 0D 0A 2F

４：４桁表示に設定されます。

５：５桁表示に設定されます。

４桁仕様の機器に５桁を、５桁仕様の機器に４桁を設定すると、

正常に作動しない場合があります。

表示桁数の書き込みに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ Ｋ CR LF

3A 30 31 33 32 4 1 4B 0D 0A 0D
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UD485通信

［Ｎ］コマンド・・・機器ナンバーの書き込み

（ホスト→表示機）

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｗ Ｎ ２ ４ CR LF

3A 33 32 30 31 5 7 4E 32 34 0D 0A 18

データは、２桁の数値で入れます。

範囲は００～９９です。

このコマンドで、機器ナンバーを変えますと、次回からの通信

は、変更された機器ナンバーで行います。

機器ナンバーの書き込みに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ Ｎ CR LF

3A 30 31 33 32 4 1 4E 0D 0A 08



- 52 -

UD485通信

［Ｐ］コマンド・・・機器タイプの書き込み

（ホスト→表示機）

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｗ Ｐ ５ ２ ３ CR LF ４

3A 33 32 30 31 5 7 50 35 32 33 0D 0A 34

データは、３桁の数字を入れます。

１２３、１２４、５２３、５２４、１５２

いずれかのタイプの数値を入れて下さい。

機器タイプの書き込みに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ Ｐ CR LF

3A 30 31 33 32 4 1 50 0D 0A 16
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UD485通信

［Ｔ］コマンド・・・表示の切替の書き込み

（ホスト→表示機）

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｗ Ｔ １ CR LF ５

3A 33 32 30 31 5 7 54 31 0D 0A 35

０：標準画面表示（データ表示）

１：初期画面表示（時刻表示）

但し、データに変化があると標準画

面になります。

２：初期画面表示（時刻表示）

表示の切替の書き込みに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ Ｔ CR LF

3A 30 31 33 32 4 1 54 0D 0A 12
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UD485通信

［Ｕ］コマンド・・・実績のアップの書き込み

（ホスト→表示機）

：：： ： ３ ２ ０ １ Ｗ Ｕ １ CR LF ４

3A 33 32 30 31 5 7 55 31 0D 0A 34

データには、１( 3 1 H )～？ ( 3 F H )の１桁を入れます。

実績をデータの示す数だけ加算します。１は１，？は１５実績

がアップします。

実績のアップの書き込みに対する応答

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ Ｕ CR LF

3A 30 31 33 32 4 1 55 0D 0A 13
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UD485通信

（書き込みコマンドに関する補足説明）

・書き込みコマンドにおいて、０～６の各コマンドは、１桁以上２３０桁まで書

く事が出来ます。ただし、必要桁に満たない場合は、上位に必要な数だけ ０が

あるものと見なします。必要桁以上の場合は、データの最後の方から必要桁分の

データが有効となります。

いくつかのコマンドを書き込む場合は、２つ以上の”／”でつなぐことにより

１度に書き込む事ができます。

（ホスト→表示機）

１つ目のコマンド ２つ目のコマンド

： ３ ２ ０ １ Ｗ １ １ ２ ３ ４ ５ ／ ／ ２ ０ ０ １ ２ ３

3A 33 32 30 31 57 31 31 32 33 34 35 2F 2F 32 30 30 31 32 33

ターミネータ

３つ目のコマンド

／ ／ ３ ＋ ０ ０ ０ ０ ９ CR LF ｓ

2F 2F 33 2B 30 30 30 30 39 0D 0A 73

ターミネータ
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UD485通信

複数のコマンドを持つ伝文に対しても、応答は１伝文のみです。

この時の応答は、通常通り、書き込み伝文のコマンド部に対して行われます。

（ホスト←表示機）

：：： ： ０ １ ３ ２ Ａ １ CR LF ｗ

3A 30 31 33 32 4 1 31 0D 0A 77

・書き込みコマンドにおいて、応答が戻ってきた場合、これは、通信が正常に行

われたことを示すのみで、データが正常に書き込まれたことを示すものではあり

ません。例えば、時刻設定においてデータが”９９９９”であった場合、通信は、

正常に行われても、時刻の設定は、データに異常があるため設定されません。

書き込みコマンド使用後は、読み出しコマンドを使用して、正しく設定された

事を確認する様にして下さい。
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８．参考資料

ホストコンピュータに、ＮＥＣのＰＣ９８シリーズを使用し、弊社のＨＥＲＣ

ＯＭ ＭＯＤＥＬ４８５Ｈ（ＲＳ－２３２Ｃ／ＲＳ－４８５レベル変換ユニッ

ト）を通じて、Ｎ８８ＢＡＳＩＣで、ＨＥＲＣＯＭ１１ＵＤ（５，Ｅ）を、テス

トするためのサンプルプログラムです。

1 '************************************

2 ' HERCOM11UD(5,E)-RS485-

3 ' TEST PROGRAM

4 ' by HERUTU H.S

5 ' ﾎｽﾄ ｷｷ ﾅﾝﾊﾞｰ = 00

6 '************************************

1 0 DEF SEG=&HA3FE:OUT &H68,&HD:POKE &H6,&H67:OUT &H68,&HC

2 0 INPUT "ｷｷ ﾅﾝﾊﾞｰ ｦ ﾆｭｳﾘｭｸ ｼﾃ ｸﾀﾞｻｲ";K$

3 0 K$=RIGHT$("00"+K$,2):IF K$="00" THEN 240

4 0 D1$=""

5 0 INPUT "ｺﾏﾝﾄﾞ ﾄ ﾃﾞｰﾀ ｦ ﾆｭｳﾘｮｸ ｼﾃ ｸﾀﾞｻｲ";D1$

6 0 IF D1$="" THEN 20

7 0 D$=K$+"00"+D1$+CHR$(13)+CHR$(10)

8 0 CHK=0

9 0 FOR I=1 TO LEN(D$)

1 0 0 CHK=CHK XOR ASC(MID$(D$,I,1))

1 1 0 NEXT

1 2 0 PRINT "ﾁｪｯｸｻﾑ =";ASC(CHR$(CHK))

1 3 0 D$=D$+CHR$(CHK)

1 4 0 OPEN "COM:N83NN" AS #1

1 5 0 PRINT #1,":::::";D$;

1 6 0 A=INP(&H32):IF (A AND &H4)=0 THEN 160

1 7 0 A$="":J=0

1 8 0 IF LOC(1)=0 THEN J=J+1:IF J>1000 THEN 230 ELSE 180

1 9 0 D1$=INPUT$(1,1):IF D1$=CHR$(10) THEN 200 ELSE A$=A$+D1$:GOTO 180

2 0 0 CLOSE

2 1 0 PRINT A$

2 2 0 GOTO 40

2 3 0 CLOSE:PRINT "TIME OVER":GOTO 40

2 4 0 END
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１

コメント

６

１ ０ メモリースイッチを書き換えて、通信スピードを４８００ボーに設定します。

２ ０ 通信相手の機器ナンバーを入力します。

３ ０ 機器ナンバーを２桁にします。何も入力されないか、００の場合はプログラム終了。

４ ０ データ変数をクリアーします。

５ ０ コマンドとデータを入力します。

６ ０ 入力が無ければ、相手ナンバー入力にもどります。

７ ０ 相手機器ナンバー＋自分の機器ナンバー＋コマンド、データ＋エンドマーク（２バ

イト）

８ ０

チェックサムの計算、表示およびチェックサムをデータにつけ加えます。

１３０

１４０ ＲＳ－２３２Ｃポートを、８ビット長、２ストップビット、ノーパリティでオー

プンします。

１５０ ダミーを加えたスタートバイトとデータを送出します。

１６０ 全てのデータを送出し終ったことをチェックします。

１７０ 受信データとタイマーカウンターをクリアーします。

１８０ 受信されたかをチェックし、タイムオーバーならタイムオーバー処理へ行きます。

１９０ データを１バイト受け取る。エンドマーク以外なら１８０行から繰り返します。

２００ ポートをクローズします。

２１０ 受信データを表示します。

２２０ コマンド、データの入力に戻ります。

２３０ タイムオーバー表示をし、コマンド、データの入力に戻ります。

２４０ 終り


